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札幌保健医療大学看護学科カリキュラム改訂
に向けて

− 2013年度から2016年度の変遷 −

Provisions for the revision of curriculum of the nursing department at 
Sapporo University of Health Sciences

− The transition from the 2013 to the 2016 curriculum −
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　札幌保健医療大学看護学部看護学科は、「人間力教育を根幹とした医療人の育成」を教育理念

に2013年開学した。理念の具現化としてのカリキュラムは、看護学を構成する「人間」「健康」「社

会・環境」「看護」の概念とその関係性を枠組みに、生涯学び続ける基礎を培うことを目的に編成

した。本稿では、開学に向けて作成された看護学科カリキュラムの内容と特色、また開学後学習

が進行するうえで、一部開講時期を変更した科目等を含めたカリキュラムの概要を報告する。今後

カリキュラム改訂にあたり、教育計画、実施、評価の一連の過程をカリキュラム作成段階において

明確化すること、全ての教員がカリキュラム作成に参加していく体制作りの必要性が示唆された。

要旨

資 料

　� 　
*	 札幌保健医療大学保健医療学部看護学科　Department of Nutrition, School of Health Sciences, 
Sapporo University of Health Sciences
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Ⅰ．はじめに

　札幌保健医療大学看護学部看護学科は、「人

間力教育を根幹とした医療人の育成」を教育

理念に2013（平成25）年開学した。本学が

目指す人間力教育とは、「豊かな感性」、「高

潔な精神」、「確かな知力」を培い、これらの

調和と自己向上を図りながら社会の中で「他

者との共存」ができる人材育成である。理念

の具現化としてのカリキュラムは、看護学を

構成する「人間」、「健康」、「社会・環境」、

「看護」の概念とその関係性を枠組みに、生

涯学び続ける基礎を培うことを目的として編

成した。これら４年間の学習により卒業時に

は７つの能力を修得することを到達目標とし

た（表１）。また、本学の看護学教育を目指

す入学者受け入れ方針としては４つを策定し

た（表２）。開学から５年間が経過した2017

（平成29）年には、栄養学科を新設し保健医

療学部看護学科として再スタートした。

　小山1)は、看護は社会のニーズによって生

まれるものであり、ゆえに看護教育は社会の

ニーズに対応できる人材の育成を目指してい

ると述べている。今日、医療技術の急速な発

展と高齢社会の進展により看護職に対する期

待が高まっている。看護系大学は、2017（平

成29）年には257校となり量的拡大により社

会のニーズに応えている。一方で、社会から

看護学教育の質保証に重大な関心がよせら

れ、大学は、看護専門職者の基礎として何を

どこまで修得させるか、どのように基準の実

践能力を育成するかを公表することが求めら

れている。2016（平成28）年に行われた医

学教育や歯学教育のモデル・コア・カリキュ

ラム改訂では、他職種との整合性を図ること

の重要性が指摘され、看護学教育においても

モデル・コア・カリキュラム策定が検討され

ている2)。これに対して日本看護系大学協議

会では、看護学は医学や歯学と異なる学問体

系であり2011（平成23）年に発表された５

つの群と20のコア・コンピテンシーに基づ

いたモデル・コア・カリキュラム策定の必要

性を指摘している3)。

　こうしたなか本稿では、開学に向けて作成

された本学カリキュラムの内容と特色、ま

た、開学後学習を進行していくうえで、一部

開講時期を変更した科目等を含めたカリキュ

ラムの概要を報告する。さらに、現行のカリ

キュラムの課題を明らかにするとともに、今

後のカリキュラム改訂に向けての示唆を得

る。

　本稿で用いる「カリキュラム」という用語

は、正規の授業として編成される科目名およ

びその内容と科目配置をさしている。
表１　卒業時の到達目標（ディプロマ・ポリシー）

表２　入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

Ⅱ．平成25年度（2013年）カリキュラム

　看護学部看護学科は、教育理念である「人

間力教育」を根幹に、「看護の専門職者とし

て、社会生活にも知的活動にも必要な知識・

理解、汎用的技能、態度・志向性、創造的思

考力を習得し、看護学分野に関する基礎的な

知識及び基本的な技術と態度、多職種との連

携・協働力、さらに生涯にわたり成長し続け

１．職業人として、日本語および英語の運用能力、ならびに情報
リテラシーの基盤を身につけ、これらを用いて論理的な分析
と思考・判断及び表現する能力を有している。

２．自己の良心と社会規範に従い、社会の一員としての責任感の
もとに自己を統制し行動できるとともに、社会のために積極
的に関与できる態度を有している。

３．人間と生活、心身の健康、社会の直面する諸課題についての
基礎知識を習得し、人間・健康・社会の関係を体系的に理解
する能力を有している。

４．生命への畏敬の念と人間の尊厳を守るための倫理的態度を有
している。

５．看護の目的と対象となる個人・家族・集団の特性を理解し、
健康課題の特性と解決に必要な看護実践ができる基礎的能力
を有している。

６．保健医療福祉体制のもとで、看護職と他職種の役割について
認識し、他職種とチーム連携・協働するために必要な基礎的
能力を有している。

７．自己の看護能力の向上のために、最新の知識・技術を学び続
ける学習態度と看護の課題を解決する能力を有している。

１．確かな学力
２．看護への関心
３．豊かな社会性
４．強い向上心
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るための基盤となる資質と能力を培う」こと

を教育目的とした。この目的を達成するため

に、カリキュラム編成は、社会人として基盤

形成となる「基礎教育科目」と、看護職とし

ての基盤形成となる「専門基礎科目」および

「専門科目」とした。

　下記にカリキュラム編成の基本的な考え

方、カリキュラム編成の特色、カリキュラム

編成と科目配置について、「札幌保健医療大

学看護学部設置許可申請書」4)をもとに述べ

ていく。

１．カリキュラム編成の基本的な考え方

　カリキュラム編成の基本的な考え方は、看

護学を体系づける「人間」、「健康」、「社会・

環境」、「看護」の主要概念とその関係性を枠

組みにしている。つまり、人間は環境と相互

作用しながら生活しており、その相互作用に

より人間の健康状態は変化する。看護は、そ

の人がその人らしい生活を送るために、その

人にとってより最適な健康状態となるように

人間と環境に働きかける（図１）。この枠組

みに基づいて、「基礎教育科目」、「専門基礎

科目」、「専門科目」を構成した。

図１

２．カリキュラム編成の特色

１）	 看護基礎教育を重視したカリキュラムの

編成

　	 　カリキュラム編成の特色としては、４

年間の看護基礎教育の段階では特定分野

における完成教育というよりも、生涯学

び続ける基礎を培うより普遍的な教育が

求められていることから、専門分野の基

礎・基本を重視した教育を行うことによ

り専門的素養のある人材として活躍でき

る基礎的能力や生涯学習の基礎を培うこ

とした。特に、看護学分野の学部教育は、

看護生涯学習の出発点であることをふま

え、卒業後、看護職として成長していく

過程において実務などを通じて向上して

いくための資質や能力、あるいは継続的

な教育や研修の機会などを通じて成長し

ていくうえでの基礎・基本となる資質や

能力を身につけるための看護基礎教育を

重視することとした。

	 　具体的には、 卒業時の教育成果とし

て看護師および保健師の国家試験受験資

格を付与できる教育内容とし、「大学に

おける看護系人材育成の在り方に関する

検討会最終報告」5)の「人の支援に関わ

る看護系人材の養成において求められる

教養教育の充実」をふまえたカリキュラ

ム編成とした。その際、４年間の教育期

間内において教育研究上の目的や人材養

成の目的を確実に達成するとともに、看

護基礎教育の重要性をふまえたうえでカ

リキュラムが過密とならないように配慮

し、教育内容を精選するとともに必要な

授業科目の優先順位を考慮した配置とし

た。

２）	 中央教育審議会答申などをふまえたカリ

キュラムの編成

　	 　カリキュラム編成・実施の方針が教育

研究上の目的や人材養成の目的を達成す

るために策定され、かつカリキュラム編

成において体系性と順序性が明確である

ことを示すため、「科目配置表」（表３）

により学年ごとの授業科目を示すととも

に、「教育課程体系図」（図２）により到

達目標と授業科目との関係および授業科

目間の系統性を明示した。

　	 　また、基礎教育科目は、中央教育審議

会答申「学士課程教育の構築に向けて」5)

の提言する「各専門分野に通じて培う学

図１ 
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士力～学士課程共通の学習成果に関する

参考指針～」および「大学における看護

系人材育成の在り方に関する検討最終報

告」の提言する「人の支援に関する看護

系人材育成において求められる教養教育

の充実」をふまえ、「看護の専門職者と

して社会生活にも知的活動にも必要な知

識・理解、汎用的技能、態度・志向性、

創造的思考力の習得」という目的を達成

するためのカリキュラム編成とした。

 
   

前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

学習と思考力

学びの理解
生物学
化学
論理的思考
情報処理

1
①
①
2
1

統計分析法 1

7（選択2）

言語と表現力
英語Ⅰ（基礎）
表現技法Ⅰ（読解・分析）

1
1

英語Ⅱ（会話）
表現技法Ⅱ（討議・発表）

1
1

英語Ⅲ（読解） ① 英語Ⅳ（総合） ① 6（選択2）

人間と社会

心理学
倫理学
生態学
現代社会論

2
1
①
2

スポーツ科学と運動
地域社会文化論
法と人権

①
②
②

生活環境論
社会貢献と活動

②
①

教育学 ①
文学と人間
国際社会論

①
①

17（選択12）

11科目（選択3科目） 14 6科目(選択3科目) 8 （選択3科目） 4 (選択1科目) 1 (選択3科目) 3 30(選択16)

個人と健康 形態機能学Ⅰ 2

形態機能学Ⅱ
感染免疫学
病態学
生涯発達論

2
2
2
1

薬理学
栄養代謝学
臨床心理学
疾病治療論Ⅰ

2
2
1
2

疾病治療論Ⅱ 2 18

社会と健康 環境保健論 1 生命倫理 ① 社会福祉論 2
保健統計学Ⅰ
疫学

1
②

保健医療福祉行政論Ⅰ 1
保健医療福祉行政論Ⅱ
保健統計学Ⅱ

②
①

11(選択6)

1科目  2 5科目 8 5科目(選択1科目) 8 2科目 4 2科目（選択1科目） 3 1科目 1 （選択2科目） 3 29（選択6）

看護の基本

看護学概論
看護技術総論
援助関係論
看護基礎実習Ⅰ

2
1
1
1

看護技術論Ⅰ 2

看護技術論Ⅱ
看護技術論Ⅲ
地域保健医療看護論

2
1
1

看護理論
看護基礎実習Ⅱ
看護倫理
健康教育論

1
2
1
2

17

人間の発達段階と
看護活動

成人看護学概論
高齢者看護学概論

1
1

成人看護活動論Ⅰ
成人看護活動論Ⅱ
高齢者看護活動論Ⅰ
小児看護学概論
小児看護活動論Ⅰ
母性看護学概論
母性看護活動論Ⅰ

2
1
1
2
1
2
1

成人看護実習Ⅰ（通年）
成人看護実習Ⅱ(通年)
高齢者看護実習（通年）
小児看護実習(通年)
母性看護実習(通年)
成人看護活動論Ⅲ
高齢者看護活動論Ⅱ
小児看護活動論Ⅱ
母性看護活動論Ⅱ
精神看護学概論

1.5
1.5
2
1
1
1
1
1
1
2

成人看護実習Ⅰ（通年）
成人看護実習Ⅱ(通年)
高齢者看護実習（通年）
小児看護実習(通年)
母性看護実習(通年)
精神看護活動論Ⅰ

1.5
1.5
2
1
1
1

精神看護活動論Ⅱ
精神看護実習

1
2

36

看護の統合と探究 家族看護論 ①
医療安全論
看護学研究法(通年)

2
1

在宅看護論Ⅰ
在宅看護論Ⅱ
看護学研究法(通年)
看護管理論

2
1
1
①

看護課題研究(通年)
看護総合実習
リハビリテーション看護論
がん看護論
クリティカル看護論
慢性看護論
終末期看護論
在宅看護実習

1
2
②
②
②
②
①
2

看護課題研究(通年)
国際看護論
看護教育論
実践総合演習

1
①
①
1

27(選択13)

公衆衛生看護学 公衆衛生看護学概論 ①
公衆衛生看護活動論Ⅰ
公衆衛生看護活動論Ⅱ
公衆衛生看護管理論

②
②
①

公衆衛生看護活動論Ⅲ ①
公衆衛生看護実習Ⅰ
公衆衛生看護実習Ⅱ
公衆衛生看護実習Ⅲ

②
②
①

（選択12）

4科目 5 1科目 2 5科目 6 12科目(選択1科目) 17 10科目（選択1科目） 17 10科目(選択4科目) 18 10科目（選択6科目） 18 6科目(選択5科目) 9 92（選択25）

16科目（選択3科目） 21 12科目(選択3科目) 18 13科目（選択4科目） 18 15科目（選択2科目） 22 12科目(選択2科目) 20 11科目(選択4科目) 19 12科目（選択8科目） 21 9科目(選択8科目) 12 151（選択47）

情報管理論
スポーツ理論

①
①

2科目(選択2科目) 2 2（選択2）

科目数合計：103科目（選択36科目）

※単位数の○数字は選択科目、その他は必修科目である。表中の通年科目の単位数は、前期、後期各半分でカウント。

専
門
科
目

専門科目（小計）

合計

養護教諭二種免許取得申
請に必要な科目

合計

単位計

基礎教育科目（小計）

専門基礎科目（小計）

1年次 2年次 3年次

基
礎
教
育
科
目

4年次
区分

専
門
基
礎
科
目

表３ 科目配置表 表３

図２

科 目 配 置 表
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３．カリキュラム編成と科目配置

　カリキュラム編成と主な科目について述べ

る。

１）	 基礎教育科目

　	 　基礎教育科目は、上述したように「人

間」「社会・環境」を中心に、「社会生活

にも知的活動にも必要な知識・理解、汎

用的技能、態度・志向性、創造的思考力

の習得」を目的に、「学習と思考力」「言

語と表現力」「人間と社会」の科目群か

ら構成した（表４）。	

	 　「学習と思考力」では、大学生活の出

発点として大学で学ぶ意義、社会人とし

て看護職者として求められる社会的責任

と行動、職業観の形成を促すために、ま

た本学の理念教育の一環として『学びの

理解』を１年次前期に配置した。さらに、

社会生活や職業生活における知的活動に

必要な技能としての数量的スキル・情報

リテラシー・倫理的思考力・問題解決力

に関する能力の習得をめざすため『論理

的思考』『情報処理』『統計分析法』を必

修科目として配置した。

	 　「言語と表現力」では、社会生活や職

業生活において必要となる日本語と英語

による「読む・書く・聞く・話す」とい

うコミュニケーション・スキルを身につ

けることを目的に『英語』と『表現技法』

を配置した。

	 　「人間と社会」では、看護の対象であ

る人間や一人ひとりの健康と生活を規定

する自然や文化・社会に関することを含

め、社会人として職業人として必要とな

る知的活動の基礎・基本となる知識の理

解および社会的態度・志向性を培うこと

を目的に、『心理学』『倫理学』また、『現

代社会論』を必修科目として配置した。

選択科目としては、『生活環境論』『教育

学』『地域社会文化論』等を配置した。

２）	 専門基礎科目

　	 　専門基礎科目は、基礎教育科目の学習

を活用しながら、看護学の理論と実践の

支持基盤として「人間」「社会・環境」「健

康」の観点から保健医療福祉に関する教

育内容を編成し、専門科目との円滑な接

続が図れるように「個人と健康」「社会

と健康」の科目群から構成した（表４）。

	 　「個人と健康」では、個体としての人

間を「身体」「心理・精神」「社会」的に

統合された存在として理解することをふ

まえたうえで、人体の構造と機能および

疾病の成り立ちと回復に関する基礎的な

知識・技術を習得するため、人体の構造

と機能の体系的理解として『形態機能学

Ⅰ』『形態機能学Ⅱ』、病原体と生体の防

御機構等に関する『感染免疫学』、生体

と代謝機構と健康等に関する『栄養代謝

学』、人間のライフステージの各時期の

身体的・心理社会的特徴と発達的課題に

関する『生涯発達学』、人間の病的な心

理反応や適応障害・カウンセリングの基

礎等に関する『臨床心理学』、生体にお

ける疾病・障害の病態生理・メカニズム

に関する『病態学』、薬物と生体反応等

薬理に関する『薬理学』、主な疾病の病

態と治療方法に関する『疾病治療学Ⅰ』

『疾病治療学Ⅱ』を配置した。これらの

科目における知識の修得は、看護を実践

するために必要不可欠なものであること

から全科目を必修科目として配置した。

	 　「社会と健康」では、人々の生活する

社会環境が、看護の目的である健康増進・

病気の予防・健康回復過程のあらゆる面

に関係していることから人々の生涯を通

じて健康・障害の状態に応じた社会資源

の活用、小集団や地域の健康課題を評価

し支援するための看護実践力形成の基礎

となる知識・技術を習得するための科目

配置とした。なお、ここでは、看護基礎

教育の共通基盤となる必修科目『環境保

健論』『社会福祉論』『保健福祉行政論Ⅰ』

『保健統計学Ⅰ』と、公衆衛生看護学の
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専門性に特化した科目『疫学』『保健福

祉行政論Ⅱ』『保健統計学Ⅱ』、および学

生の知的関心に応じて選択できる『生命

倫理』を配置した。

３）	 専門科目

　	 　専門科目は、「基礎教育科目」「専門基

礎科目」を基盤にして、文部科学省答申

「学士課程においてコアとなる看護実践

能力と卒業時到達目標」の教育内容と学

習成果をふまえ、看護実践の基盤となる

「看護学の基礎的知識・技術・態度」「他

職種との連携・協働力」「生涯成長し続

けるための資質・能力」に関する教育内

容に編成し、看護学の理論と実践を体系

的かつ系統的に習得できるよう「看護の

基本」「人間の発達段階と看護活動」「看

護の統合と探究」および「公衆衛生看護

学」の科目群から構成した（表４）。

	 　「看護の基本」では、看護の概念・目

的・役割機能、および看護の対象である

個人・家族・集団・地域社会、健康の概

念と各レベル、健康と社会・環境との相

互関係、社会資源としての保健医療福祉

体系の基礎等について習得する。さらに、

対象者の健康課題・問題を特定し解決す

るための看護実践、他職種とのチーム連

携・協働の意義と看護職の役割等の基礎・

基本となる学習として科学的根拠に基づ

いた看護を実践するための看護過程、看

護の支援方法である諸看護技術、看護お

よび保健医療福祉チームとの連携・協働

に関する基礎的な知識・技術の習得を図

る。これらの教育内容は、「人間の発達

段階と看護活動」の基盤となるものであ

ることから全科目を必修科目として編成

した。

	 　実習科目においては、『看護基礎実習

Ⅰ』を１年次前期に配置し、看護の役割

機能および対象者の療養生活の理解、対

象者とのコミュニケーションを目的にし

た。入学早期に臨地実習を体験すること

により、その後の学習において看護のイ

メージを想起し、臨場感をもって学習に

臨み、看護への学習意欲や関心の向上を

図ることをねらいとした。また、２年次

後期には『看護基礎実習Ⅱ』を配置し、

既習の知識・技術・態度を統合し日常生

活の援助を中心とした看護実践の展開、

対象者との対人関係の形成、看護チーム

との協働の実際、看護学生としての倫理

的行動に関する看護実践力の基礎・基本

を習得することを目的とした。

	 　「人間の発達段階と看護活動」 では、

人材養成の目的をふまえ、あらゆる発達

段階と健康レベルにある人々を対象とす

る看護において、①看護実践の展開、②

対人関係の形成、③社会資源の活用とチ

ーム連携・協働、④倫理的行動と問題認

識を教育内容に、成人看護学、高齢者看

護学、小児看護学、母性看護学、精神看

護学の科目で構成した。主として各科目

の『概論』ではライフサイクルにおける

各発達期の位置づけと特性、各発達期の

健康課題と看護の役割等、各看護学の理

論を習得する。『活動論Ⅰ』においては

各発達期の健康状態と生活に関するアセ

スメントおよび健康課題の特定、健康課

題に対応した看護の支援方法とチーム連

携・協働のあり方、社会資源の活用につ

いての基礎的知識と技術を習得する。『活

動論Ⅱ』では、各発達期の看護事例を用

い、看護学の理論的理解と技術の実践的

統合を図ることとした。成人看護学にお

いては、『成人看護学Ⅱ』で急性期のう

ち周手術期および慢性疾患に伴う看護技

術の習得をめざし実践型の技術力強化を

図り、『成人看護学Ⅲ』において看護事

例による実践的統合を目的とした。

	 　成 人・高齢 者・小児・母 性・精神看護

学の各実習科目は、看護基礎実習Ⅱを基

盤に、各発達段階において健康課題・問

題をもつ対象者と家族への看護実践能力
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を、①看護実践の展開、②対人関係の形

成、③社会資源の活用とチーム連携・協働、

④倫理的行動と問題認識の４つを学習課

題として配置した。成人看護学においては、

『成人看護学Ⅰ』と『成人看護学Ⅱ』とし、

医療機関における急性期と慢性期の各病

棟で実習を行うこととした。

	 　「看護の統合と探究」では、人材養成

の目的および到達目標をふまえ、看護実

践の統合・応用力、チーム連携、生涯学

習力、課題解決力の強化を主たるねらい

とした必修科目と、学生の関心分野あるい

は将来専門分野に進むための基盤形成に

役立つ可能性の高い選択科目で構成した。

	 　必修科目においては、在宅看護論を『在

宅看護論Ⅰ』と『在宅看護論Ⅱ』としそ

れぞれ３年次後期に配置した。『在宅看

護論Ⅰ』では、成人・高齢者・小児・精

神看護学での履修内容を基盤に、在宅看

護の概念、在宅療養者の健康状態の特徴、

療養者と家族の理解、看護の役割機能等、

在宅看護における基本的知識・技術を習

得する。『在宅看護論Ⅱ』では、看護事

例を用いて在宅看護実践力の基礎を習得

することとした。また、『在宅看護実習』

は、４年次前期に配置した。

	 　「汎用的技能や創造的思考力」および

「看護者として生涯成長し続ける能力」

の到達目標をふまえ、看護学の研究の意

義・目的、 研究方法に関する基礎知識

を習得するために３年次通年科目として

『看護学研究法』を配置した。また、４

年次通年科目として『看護課題研究』を

配置し、自己の看護への興味や疑問から

自ら課題を設定し解決するための基礎的

能力を養うこととした。

	 　４年次前期には、選択科目として『が

ん看護論』『クリティカル看護論』『慢性

看護論』『リハビリテーション看護論』

を配置した。これらは、「人間の発達段

階と看護活動」の観点から履修した学習

を特定の健康問題を焦点に捉え直し、特

定の健康課題を抱える対象者の特性、看

護実践の専門的知識と技術、チーム医療

の特徴、保健医療福祉資源の特徴につい

ての専門的な知識・技術の理解を深める

科目とした。実習科目として、『看護総

合実習』を４年次前期に配置した。本科

目は、これまでの看護学の学習と上述し

た選択科目等の先行学習を統合し、多く

の医療機関や在宅等の臨地で遭遇する可

能性の高いがん疾患や慢性疾患、重篤状

態、リハビリテーションの患者への看護

実践、他職種との連携のあり方等の理解

を深めることを目的とした。同様に、卒

後経験する看護実践の活動実態に接近

した学習方法、看護の知識・技術、実習

経験の統合という視点では４年次後期に

『実践総合演習』を配置した。この科目は、

看護実践力や職務遂行力に関する教育成

果を評価するとともに職業人としての将

来に向けた自己課題の明確化とその対策

を自己に課す学習活動を通して生涯学習

力を養うことをねらいとした。

	 　公衆衛生看護学においては、少子・高

齢化に伴い、地域社会に生活する人々の

健康生活をいかに維持・増進し、疾病を

予防するか、さらに地域災害・事故対策

など公衆衛生の観点から看護職の専門的

機能を発揮する分野として選択科目群を

編成した。 公衆衛生看護学の選択科目

群は、保健師国家資格取得希望者のうち

選抜された履修許可者のみ必修科目とし

た。公衆衛生看護学科目群としては、『公

衆衛生看護学概論』『公衆衛生看護活動

論Ⅰ』『公衆衛生看護活動論Ⅱ』『公衆衛

生看護活動論Ⅲ』『公衆衛生看護管理論』

『公衆衛生看護実習Ⅰ』『公衆衛生看護実

習Ⅱ』『公衆衛生看護実習Ⅲ』を配置した。
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表４－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 履修 単位 履修 単位 履修 単位

学びの理解 講義 1 15 ● ● ●

生物学 講義 1 15

化学 講義 1 15

論理的思考 講義 2 30 ● ● ●

情報処理 演習 1 30 ● ● ●

統計分析法 演習 1 30 ● ● ●

英語Ⅰ（基礎） 演習 1 30 ● ● ●

英語Ⅱ（会話） 演習 1 30 ● ● ●

英語Ⅲ（読解） 演習 1 30

英語Ⅳ（総合） 演習 1 30
表現技法Ⅰ（読解・分析） 演習 1 30 ● ● ●
表現技法Ⅱ（討議・発表） 演習 1 30 ● ● ●

心理学 講義 2 30 ● ● ●

倫理学 講義 1 15 ● ● ●

現代社会論 講義 2 30 ● ● ●

生態学 講義 1 15

生活環境論 講義 2 30

教育学 講義 1 15

文学と人間 講義 1 15

スポーツ科学と運動 演習 1 30 ○

法と人権 講義 2 30 ○

地域社会文化論 講義 2 30

国際社会論 講義 1 15

社会貢献と活動 演習 1 30

- 14 16

形態機能学Ⅰ 講義 2 30 ● ● ●

形態機能学Ⅱ 講義 2 30 ● ● ●

感染免疫学 講義 2 30 ● ● ●

病態学 講義 2 30 ● ● ●

薬理学 講義 2 30 ● ● ●

栄養代謝学 講義 2 30 ● ● ●

生涯発達論 講義 1 15 ● ● ●

臨床心理学 講義 1 15 ● ● ●

疾病治療論Ⅰ 講義 2 30 ● ● ●

疾病治療論Ⅱ 講義 2 30 ● ● ●

環境保健論 講義 1 15 ● ● ●

社会福祉論 講義 2 30 ● ● ●

疫学 講義 2 30 ○ ○

保健医療福祉行政論Ⅰ 講義 1 15 ● ● ●

保健医療福祉行政論Ⅱ 講義 2 30 ○ ○

保健統計学Ⅰ 演習 1 30 ● ● ●

保健統計学Ⅱ 演習 1 30 ○ ○

生命倫理 講義 1 15

- 23 6

看護学概論 講義 2 30 ● ● ●

看護技術総論 演習 1 30 ● ● ●

援助関係論 演習 1 30 ● ● ●

看護技術論Ⅰ 演習 2 60 ● ● ●

看護技術論Ⅱ 演習 2 60 ● ● ●

看護技術論Ⅲ 演習 1 30 ● ● ●

健康教育論 講義 2 30 ● ● ●

地域保健医療看護論 演習 1 30 ● ● ●

看護倫理 講義 1 15 ● ● ●

看護理論 講義 1 15 ● ● ●

看護基礎実習Ⅰ 実習 1 45 ● ● ●

看護基礎実習Ⅱ 実習 2 90 ● ● ●

科目区分 授業科目の名称

授

業

形

態

必

修

選

択

単位数

　小　計　（24科目）

専

門
基
礎
科

目

基

礎

教
育

科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

専

門

科
目

看護の基本

社会と健康

個人と健康

　小　計　（18科目）

○：保健師国試受験資格取得希望者必修 ◎：保健師国試受験資格取得希望者限定必修

養護教諭二種免許

取得希望者

●：学科必修　　

開講年次・時間数 卒業認定に必要な科目と単位

保健師国家試験

受験資格取得希望者
４年 卒業必要単位数１年 ２年 ３年

【基礎教育科目】

必修科目14単位

選択科目10単位

以上

計24単位以上修得

【専門基礎科目】

必修科目23単位

選択科目4単位

以上

計27単位以上修得

教育課程表（平成25年度）
（卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

表 4―1
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表４－２ 

 

成人看護学概論 講義 1 15 ● ● ●

成人看護活動論Ⅰ 講義 2 30 ● ● ●

成人看護活動論Ⅱ 演習 1 30 ● ● ●

成人看護活動論Ⅲ 講義 1 15 ● ● ●

成人看護実習Ⅰ 実習 3 ● ● ●

成人看護実習Ⅱ 実習 3 ● ● ●

高齢者看護学概論 講義 1 15 ● ● ●

高齢者看護活動論Ⅰ 演習 1 30 ● ● ●

高齢者看護活動論Ⅱ 講義 1 15 ● ● ●

高齢者看護実習 実習 4 ● ● ●

小児看護学概論 講義 2 30 ● ● ●

小児看護活動論Ⅰ 演習 1 30 ● ● ●

小児看護活動論Ⅱ 講義 1 15 ● ● ●

小児看護実習 実習 2 ● ● ●

母性看護学概論 講義 2 30 ● ● ●

母性看護活動論Ⅰ 演習 1 30 ● ● ●

母性看護活動論Ⅱ 講義 1 15 ● ● ●

母性看護実習 実習 2 ● ● ●

精神看護学概論 講義 2 30 ● ● ●

精神看護活動論Ⅰ 演習 1 30 ● ● ●

精神看護活動論Ⅱ 講義 1 15 ● ● ●

精神看護実習 実習 2 90 ● ● ●

在宅看護論Ⅰ 講義 2 30 ● ● ●

在宅看護論Ⅱ 演習 1 30 ● ● ●

医療安全論 講義 2 30 ● ● ●

看護学研究法 講義 2 ● ● ●

看護課題研究 演習 2 ● ● ●
リハビリテーション看護論 講義 2 30

がん看護論 講義 2 30

クリティカル看護論 講義 2 30

慢性看護論 講義 2 30 ○ ○

終末期看護論 講義 1 15

家族看護論 講義 1 15 ○ ○

国際看護論 講義 1 15 ○ ○

看護管理論 講義 1 15

看護教育論 講義 1 15

在宅看護実習 実習 2 90 ● ● ●

看護総合実習 実習 2 90 ● ● ●

実践総合演習 演習 1 30 ● ● ●

公衆衛生看護学概論 講義 1 15 ○ ○ 公衆衛生看護学概論のみ全員選択可

公衆衛生看護活動論Ⅰ 講義 2 30 ◎ ◎

公衆衛生看護活動論Ⅱ 演習 2 60 ◎ ◎

公衆衛生看護活動論Ⅲ 講義 1 15 ◎ ◎

公衆衛生看護管理論 講義 1 15 ◎ ◎

公衆衛生看護実習Ⅰ 実習 2 90 ◎ ◎

公衆衛生看護実習Ⅱ 実習 2 90 ◎ ◎

公衆衛生看護実習Ⅲ 実習 1 45 ◎ ◎

－ 67 25

－ 104 47 －

情報管理論 講義 1 15 ○

スポーツ理論 講義 1 15 ○

－ 0 2

【専門科目】

必修科目67単位

選択科目6単位

以上

計73単位以上修得

60

30

135

135

180

90

90

人間の発達段

階と看護活動

看護の統合と

探究

専
門

科

目

専

門

科
目

公衆衛生

看護学
（※1）

（※2）

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法

1年間の履修科目の登録の上限は、38単位とする。

基礎教育科目では24単位以上(必修14単位および選択科目10単位以上)、専門基礎科目27単位以上（必修23単位および選択科目4単位以上）、専門科目73単位以
上（必修67単位および選択科目6単位以上）を履修し、合計124単位以上を修得していること。

(※1)保健師国家試験受験資格希望者は、卒業要件（124単位）の他に、公衆衛生看護学科目の全て(12単位)を修得すること。なお、専門基礎科目及び専門科目

の選択科目のうち、｢疫学｣｢保健医療福祉行政論Ⅱ｣｢保健統計学Ⅱ｣｢慢性看護論｣「家族看護論」｢国際看護論｣の単位は必ず修得することとし、合計137単位以
上を修得していること。

(※2)養護教諭二種免許取得申請希望者は、保健師国家試験の受験に必要な科目のほかに養護教諭免許取得申請に必要な科目の全てを修得すること。なお、基

礎教育科目の選択科目のうち、「法と人権」「スポーツ科学と運動」の単位は必ず修得していること。なお、「情報管理論」「スポーツ理論」の単位数は、卒
業要件および履修科目の登録の上限38単位には含まない。

合計（2科目）

養護教諭二種免許取

得申請に必要な科目

合計（101科目）

小　　計（59科目）

表 4―２
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Ⅲ．平成25年度（2013年）カリキュラム一
部開講科目の学期変更とその理由

　平成25年度カリキュラムが開始され、学

習を進行していくうえでさまざまな意見が教

学より提案された。それらはカリキュラム検

討会（平成25 ～ 26年）およびカリキュラム

専門委員会（平成27 ～ 28年）、さらに教務

委員会で検討され、教授会の議を経て下記に

示す内容が変更された。

１．	平成26年度（2014年）開講科目の学期変更

１）	 母性看護学概論および小児看護学概論

（２年次後期から２年次前期科目へ）

	 　「母性看護学概論・小児看護学概論は、

母性看護や小児看護の対象理解・健康課

題の理解・役割の理解を目的とした講義

科目である。現行カリキュラムでは、支

援方法を学ぶ演習科目である母性看護活

動論Ⅰ・小児看護活動論Ⅰと２年後期の

同時開講となっている。母性看護や小児

看護の概要を理解したうえで、それぞれ

の看護をしていくために必要な支援方法

を学ぶ演習科目へと段階的に進めていっ

た方が学生の学習進度として適切である

と考える。また、学習効果も得られると

考え、概論を先行させることにしたい。」

（2013年11月27日教授会）

２）	 成人看護活動論Ⅰ（２年次後期科目から

２年次通年科目へ）

	 　「成人看護活動論Ⅰは、急性期および

慢性期にある成人の対象について理解

し、対象および家族への支援方法を理解

することを目的とした講義科目である。

現行では演習科目である成人看護活動

論Ⅱと同時開講になっている。疾病治療

論Ⅰ・Ⅱの進行に合わせて授業を組むと

同時に成人看護活動論Ⅰでの学習を活か

して活動論Ⅱを展開することにより、支

援方法の理解が深められると考える。ま

た、学習進度に合ったものとなり学習効

果も得られると考える。」（2013年11月

27日教授会）

２．平成27年度（2015年）開講科目の学期変

更

１）成人看護学概論（２年次前期科目から１

年次後期科目へ）

	 　「看護学概論で、看護・人間・健康・

環境などの概念について学び１年前期で

終了している。その知識を基礎として成

人期の対象の特徴・健康課題の特徴とそ

れらの対象への看護の役割を成人看護学

概論で学び、２年前期開講の高齢者看護

学、母性看護学概論、小児看護学概論に

つなげていく。このことにより、看護の

対象の各発達段階における特徴を関連づ

けて理解しやすくなると考える。また、

成人看護活動論Ⅰとの関係においても成

人看護学概論を先行させたほうが、学生

の学習進行に合ったものとなると考え

る。」（2013年11月27日教授会）

２）	 保健統計学Ⅰ（３年前期科目から３年後

期科目へ）

	 　「学習の順序性、３年次の実習までの

講義スケジュールがタイトであることか

ら開講学期を変更する。」（2015年１月

28日教授会）

３．	平成28年度（2016年）開講科目の学期変更

１）看護技術論Ⅲ（２年次前期科目から２年

次後期科目へ）

	 　「現行カリキュラムでは、２年次生の

前期開講科目は看護技術論ⅡとⅢの２科

目である。両科目とも演習科目であり、

学生にとってはボリーュムが多く効果的

な学習となっていない。また、看護基礎

実習Ⅱが後期にあり、この実習で学生は

初めて一人の患者を受け持ち、看護計画

を立案し必要な看護援助を行う実習とな

るが、基礎看護学領域の技術に関連する

科目は、この実習以外には開講されてい
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ない。そのため、学生の学習が分断され、

実習前の不安だけが強くなったままの状

態となっている。そこで、看護の基礎を

確固たるものにすべく、看護技術論Ⅲを

後期の科目とし、科目内においても前期

で学習した看護過程の展開や技術チェッ

クなど看護基礎実習Ⅱおよび各領域への

学習へつなげるように講義・演習を組み

立て、 それまでの２年間の学習が統合

されるような学習効果を図りたい。平成

28年度より開講時期を２年次前期から

後期に変更したい。」（2015年12月16日

教授会）

	 　以上が、平成25年度（2013年）カリ

キュラムにおける開講科目の学期変更の

内容と理由である。その他、２年次生の

科目配置と内容が過密であることから

「看護理論」「家族看護学」「看護倫理」

等の開講科目変更について、カリキュラ

ム検討会およびカリキュラム専門委員会

に提案されたが、教学の意見が十分に反

映されていないといことで合意には至ら

なかった。

Ⅳ．今後の課題

　本稿では、カリキュラムを「はじめに」に

定義した視点から述べたが、本来カリキュラ

ムとは、「どのような能力をもつ人を育てた

いのかという目標に向かって、学習者の身体

的・精神的成長に合わせて、教育内容および

学習経験を積み重ねていくための「教育計

画、教育実践、評価の一連の過程」6)と定義

される。また、看護基礎教育において「どの

ような能力をもつ人を育てたいのか」は、社

会の看護職へのニーズにより時代とともに変

化することから、社会の動向や地域性を含め

て検討することが求められる。今後のカリキ

ュラム改訂にあたり、改めて、本学がめざし

ている卒業生の特性や能力は何か、本学に入

学を希望する学生の学習準備状況（レディネ

ス）はどのような位置づけにあるのか、学習

者に合わせた学習内容とは何か、また学習者

が学習経験を積み重ねていくための順序性と

は何か、さらにどのような方法で教育計画、

実践、評価していくか、作成段階において一

連の過程を明確にしておくことが必要といえ

る。

　2017（平成29） 年４月には、 卒業認定・

学位授与、教育課程編成・実施および入学者

受け入れの３つの方針（ディプロマ・カリキ

ュラム・アドミッションの各ポリシー）を一

貫性あるものとして策定し、公表することが

義務付けられた。各大学では、最終的に策定

されるカリキュラムにおいてこれらの整合性

を図ることは言うまでもない。しかし、カリ

キュラム作成にあたって何より重要なこと

は、看護学の内容を初学者に最もわかりやす

い文言、形で伝えることと考える。

　2013（平成25）年開学時から開始された

本カリキュラムは、５年間を経過し総括評価

の時期を迎えている。本学においては、カリ

キュラム検討会およびカリキュラム専門委員

会がカリキュラムに関する活動を担ってい

た。しかし、その主な活動は、上述した各領

域から提案されたカリキュラム進行上、学習

者の立場から教育効果に関する科目配置の変

更の検討と、開学時に教育内容が明確化され

ていなかった「看護総合実習」「看護課題研

究」「実践総合演習」の教育方法や評価の検

討が最優先され、カリキュラムの評価方法の

検討と評価の実施には至らなかった。また、

学科会議等で、カリキュラムについて教員相

互の意見交換を実施する機会が不十分であっ

た。

　カリキュラム評価は、何を評価するのかに

より評価の視点も評価方法も全く異なってく

る。聖路加国際大学では、カリキュラム評価

の枠組みにはシステムモデルを応用し、「事

前評価」「カリキュラム進行中の評価」「カリ

キュラム終了時（卒業時）の評価」さらに、

「卒業後の評価」について、「学習者」「教師」
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「カリキュラム」「環境」の視点から、学生と

教員および臨床スタッフなどによる事前、形

成および総括評価を継続的に実践している
7-9)。伝統的に教員の自律性は、カリキュラ

ムに密接に関係しており、実際、教員はカリ

キュラムを「自分のもの」と思っている。こ

れは、教員はカリキュラムを査定し、実行し、

評価し、教育課程の品質を保証するために修

正することに責任を負うことを意味する10)と

いわれる。また、カリキュラムの運用は個々

の教師によって行われ、カリキュラムはどの

ような理念のもとに作成され、何をめざして

いるのかについて教育に従事している全教師

がカリキュラムの全体を周知しているかどう

かが、カリキュラムを成功させる鍵になる11)

といわれる。本学においては、前述したカリ

キュラムとは何かという共通認識を基盤とし

て、カリキュラム作成、実施、評価には全て

の教員が参加していくという体制づくりが必

要と考える。

Ⅴ．おわりに

　現行カリキュラムについて、本学の教育理

念およびカリキュラム編成の特色と内容、そ

して５年間の中での変更の経緯についてその

概要を述べてきた。社会の動向として看護教

育モデル・コア・カリキュラム策定が検討さ

れるなか、また本学においては2017（平成

29）年保健医療学部看護学科となり栄養学

科が新設されたなか、看護学科としてどのよ

うな看護専門職者育成をめざしているのか、

育成のためにはどのような教育をしたいの

か、原点に立ち返り、教員ひとり一人がカリ

キュラム作成と実施に積極的かつ主体的にか

かわる体制づくりを出発点としたい。そうす

ることにより、学生にも本学の理念、また教

員の看護教育へ熱意が伝わることと考える。

今後、カリキュラム専門部会および学科会議

において教員相互の意見交換を行いながら、

カリキュラム改訂へ取り組みたいと考える。
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